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学会発表数 

A－a 
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 
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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

有吉紅也：教授 評議員 日本内科学会  

有吉紅也：教授 評議員 日本感染症学会  

有吉紅也：教授 理事 日本熱帯医学会 

有吉紅也：教授 感染症対策委員会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 予防接種健康被害調査委員会  長崎県 

有吉紅也：教授 エイズ・性感染症専門部会部会長 長崎県 

有吉紅也：教授 教職員結核審査委員会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 外部評価委員 

 

亜熱帯島嶼科学研究拠点を担う若手研究者育

成プログラム  

有吉紅也：教授 委員 国際医療研究開発費(国際医療協力研究分野)

事前評価委員会 

有吉紅也：教授 編集委員 Tropical Medicine and Health 

有吉紅也：教授 編集委員 Internal Medicine 
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森本浩之輔：准
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代議員 日本呼吸器学会 
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多型を基礎とした HIV-1 複製制御機構の分

子基盤理解明 

吉田レイミン

ト 
文部科学省 代表 平成22年度～平成24年度科学技術試験研究

委託事業 
中部ベトナムにおけるインフルエンザの分

子疫学、変異、臨床像 

鈴木 基・助教 日本学術振興会 代表 研究活動スタート支援 
ベトナム中部都市コミュニティー内におけ
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る RSV 性呼吸器感染症の伝搬経路の解明 

 

その他 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

鈴木 基・助教 東日本大震災後の復興支

援活動 

朝日新聞 平成 23 年 

6 月 21 日 

スマトラの経験、気仙沼に感染症予防活

動の長崎大学助教 

鈴木 基・助教 ベトナム拠点プロジェク

トの研究成果に関する一

般むけの解説 

読売新聞 平成 23 年 

9 月 10 日 

デング熱感染リスク郊外が高い・・・長

崎大学が証明 

 


